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石
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秀
三

Ｇ２世界と日本の近未来

年度総会・大会日程（予定）

観
光
関
係
団
体

宿
泊
増
売
に
向
け
商
談


支
部
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
参
加

人

関東運輸局、関東広域観光機構

江戸文化体験を募集

訪日プロモーションに活用

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン

国
際
会
議

％
増

件

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
統
計

外
国
人
参
加
者
も
増
加

「
大
波
乱
の
年
」
の
重
た
い

幕
開
け
と
な
っ
た
。
２
０
２
５

年

月
末
の
韓
国
で
の
米
中
首

脳
会
談
後
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
自
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
「
習
近

平
国
家
主
席
と
の
Ｇ
２
会
談
は

非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
」
と
投

稿
し
、
あ
た
か
も
米
中
で
今
後

の
世
界
秩
序
を
主
導
す
る
か
の

よ
う
な
意
思
表
示
を
行
っ
て
、

世
界
的
に
物
議
を
か
も
し
た
。

Ｇ
２
と
い
う
考
え
方
は

年
に

米
国
の
経
済
学
者
が
提
唱
し
た

概
念
で
米
中
が
世
界
の
経
済
・

貿
易
大
国
と
し
て
並
び
立
つ
よ

う
な
協
力
関
係
の
構
築
を
意
図

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
中
国
は

大
発
展
し
、
習
近
平
体
制
の
下

で
米
中
が
互
い
の
勢
力
圏
を
認

め
合
う
関
係
を
目
指
し
、
米
中

で
太
平
洋
を
二
分
割
す
る
案
ま

で
も
提
起
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）

の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
に
よ
る

と
、
１
９
８
５
年
の
ラ
ン
キ
ン

グ
（
単
位
・

億
米
㌦
）
は
、

①
米
国
４
３
３
９
、
②
日
本
１

４
２
７
、
③
独
６
６
３
、
④
仏

５
５
１
、
⑤
英
５
３
７
で
、
中

国
は
８
位
３
１
０
だ
っ
た
。


年
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

（
単
位
・

億
米
㌦
）
は
①
米

国
３
０
６
１
６
、
②
中
国
１
９

３
９
９
、
③
独
５
０
１
３
、
④

日
本
４
２
８
０
、
⑤
イ
ン
ド
４

１
２
５
、
⑥
英
３
９
５
９
、
⑦

仏
３
３
６
２
、⑧
伊
２
５
４
４
、

⑨
カ
ナ
ダ
２
２
８
４
、
⑩
ブ
ラ

ジ
ル
２
２
５
７
の
順
。

年
前

と
比
べ
る
と
、
米
国
は
７
倍
、

中
国
は

倍
に
拡
大
し
て
い
る

が
、
日
本
は
３
倍
の
み
。
中
国

は

年
に
日
本
を
抜
い
て
２
位

に
な
っ
て
お
り
、
中
国
の
高
成

長
、日
本
の
低
成
長
が
顕
著
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
厳
し
い
日
本

の
現
実
を
真
摯

し
ん
し

に
受
け
止
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｇ
Ｆ
Ｐ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ

イ
ア
パ
ワ
ー
：
米
国
の
軍
事
評

価
機
関
）
の

年
の
世
界
軍
事

力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
①
米
国

②
露
③
中
国
④
イ
ン
ド
⑤
韓
国

⑥
英
⑦
仏
⑧
日
本
⑨
ト
ル
コ
⑩

伊
―
の
順
。
近
年
中
国
の
軍
備

拡
張
は
凄
ま
じ
く
、
核
兵
器
を

増
や
し
、
３
隻
目
の
航
空
母
艦

が
就
航
。


年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
戦
後
の

国
際
秩
序
の
最
大
原
則
で
あ
っ

た
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
が

踏
み
に
じ
ら
れ
、

年
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
よ
る
関
税
戦
争

に
よ
っ
て
戦
後
世
界
秩
序
の
も

う
一
つ
の
大
原
則
で
あ
る
「
自

由
貿
易
」
も
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
自

由
貿
易
原
則
の
最
大
の
受
益
国

は
日
本
で
あ
っ
た
。
軽
武
装
と

経
済
重
視
の
日
本
は
敗
戦
か
ら

い
ち
早
く
立
ち
直
り
、
経
済
的

繁
栄
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
う
ち

に
凡
庸
な
国
に
成
り
下
が
っ

た
。高

市
早
苗
首
相
に
よ
る
台
湾

有
事
を
め
ぐ
る
国
会
発
言
に
過

剰
反
応
し
た
中
国
に
よ
る
挑
発

や
威
嚇
が
頻
発
し
て
い
る
。
特

に
中
国
軍
機
に
よ
る
自
衛
隊
機

へ
の
レ
ー
ダ
ー
照
射
や
中
国
公

船
に
よ
る
領
海
侵
犯
、
中
露
の

爆
撃
機
に
よ
る
日
本
周
辺
で
の

共
同
飛
行
な
ど
を
行
い
、
日
本

に
対
す
る
軍
事
的
挑
発
・
威
嚇

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

に
対
し
て
、
航
空
自
衛
隊
の
戦

闘
機
は
日
本
海
上
の
空
域
で
米

軍
の
Ｂ

爆
撃
機
（
核
兵
器
搭

載
可
能
機
）
と
共
同
訓
練
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
指
示
で
世
界
最
強
艦
隊
と

評
さ
れ
る
原
子
力
空
母
リ
ン
カ

ー
ン
号
を
中
核
に
し
た
空
母
打

撃
群
が
第
７
艦
隊
に
編
入
さ
れ

て
日
本
近
海
に
配
備
さ
れ
、
日

本
の
防
衛
ラ
イ
ン
の
強
化
が
図

ら
れ
て
お
り
、
中
国
も
自
重
せ

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
は
今
後
と
も
米
国
と
の

同
盟
関
係
の
強
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
中
国
と
の
「
戦
略
的

互
恵
関
係
」
の
構
築
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
や

韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
豪

州
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国

々
と
の
緊
密
な
国
際
関
係
の
発

展
に
努
め
る
べ
き
だ
。

観
光
は
「
文
化
的
安
全
保
障

の
役
割
」
を
果
た
せ
る
重
要
な

営
み
で
あ
り
、
観
光
庁
や
観
光

産
業
の
リ
ー
ダ
ー
は
日
本
の

叡
智

え
い
ち

を
結
集
し
て
、
世
界
の
大

波
乱
の
中
で
の
観
光
の
適
正
な

発
展
の
在
り
方
を
周
到
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
３
月
４
日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト
ラ

ン
協
会
＝
３
月

日
、
東
京
都

江
東
区
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
３
月


日
、
東
京
都
墨
田
区
・
東
武
ホ

テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
（
役
員
総

会
）▽

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
協

定
運
輸
観
光
施
設
連
盟
＝
３
月


日
、
東
京
都
墨
田
区
・
東
武

ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
（
役
員

総
会
）

▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協
会

＝
３
月

日
、
東
京
都
品
川
区

・
き
ゅ
り
あ
ん

▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝
３
月


日
、
大
阪
市
・
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
ヴ
ィ
ニ
ェ
ッ

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

▽
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
会
＝
６
月
３
日
、
東
京
都

港
区
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル

東
京▽

日
本
観
光
振
興
協
会
＝
６

月
９
日
、
東
京
都
港
区
・
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
＝
６
月

日
、
東
京
都
新

宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
港
区
・
ホ
テ
ル
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京

ベ
イ

▽
全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト

▽
国
際
観
光
施
設
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト

▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・
経
団

連
会
館

▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
＝
総
会
・

６
月

日
、
京
都
市
・
ザ
・
サ

ウ
ザ
ン
ド
京
都
、
全
国
大
会
・

６
月

日
、
京
都
市
・
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６
月


日
、
熊
本
県
南
小
国
町
・
黒
川

温
泉▽

全
国
旅
行
業
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
７
月
２
日
、
東
京
都

江
東
区
・
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト


▽
読
売
旅
行
協
力
会
＝
７
月

２
日
、
東
京
都
新
宿
区
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル（
理
事
会
総
会
）

▽
阪
急
交
通
社
国
内
旅
行
推

進
協
力
会
＝
７
月

日
、
札
幌

市
中
央
区
・
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル▽

Ｔ
―
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
協
定
連
盟

＝
隔
年
開
催
に
よ
り
、
２
０
２

６
年
は
開
催
し
な
い

▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝
未
定

※
各
団
体
の
総
会
・
大
会
の

日
程
、
開
催
地
、
会
場
は
、
２

０
２
５
年

月
中
旬
時
点
の
情

報
で
す
。
一
部
に
「
予
定
」
が

含
ま
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
旅
ホ
連
）
は

月

日
、
宿
泊
の
販
売
拡
大
に

向
け
て
、
旅
ホ
連
の
支
部
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
営
業
社
員
に
よ
る
合
同
商
談
会
「
２
０

２
５
年
度
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
東
京
都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
な
ど

支
部
の
１
６
５
人
と

首
都
圏
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
営
業
担
当
者
な
ど
１
１
５
人
、
計
２
８
０
人
が
商
談
を
繰
り

広
げ
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
支
部
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
法
人
営
業
担
当
者
な

ど
が
商
談
す
る
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン

２
０
２
４
年
に
日
本
で
開

催
さ
れ
た
国
際
会
議
の
件
数

は
、
前
年
比

・
７
％
増
の

１
７
０
２
件
と
な
っ
た
。
日

本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

の
基
準
に
基
づ
く
統
計
。
参

加
者
総
数
は
同

・
１
％
増

の
１
２
４
万
１
０
４
９
人

で
、
こ
の
う
ち
外
国
人
参
加

者
数
は
同

・
８
％
増
の


万
８
９
３
４
人
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
集
計
の

基
準
は
、
民
間
企
業
以
外
の

機
関
・
団
体
が
主
催
者
で
、

日
本
を
含
む
３
カ
国
・
地
域

以
上
か
ら

人
以
上
の
参
加

が
あ
る
国
際
会
議
。
別
途
、

発
表
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

（
国
際
会
議
協
会
）
の
基
準

に
基
づ
い
た
開
催
件
数
と
は

数
値
が
異
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
落
ち
込

み
か
ら
は
回
復
基
調
だ
が
、


年
と
比
べ
る
と
、
開
催
件

数
は

・
０
％
減
、
参
加
者

総
数
は

・
８
％
減
、
外
国

人
参
加
者
数
は

・
５
％
減

と
な
っ
た
。

規
模
別
に
見
る
と
、
外
国

人
参
加
者
が

人
以
上
で
総

参
加
者
数
３
０
０
人
以
上
の

中
・
大
型
国
際
会
議
は
全
体

の

・
２
％
に
当
た
る
２
７

６
件
。
そ
の
外
国
人
参
加
者

数
は

万
人
を
超
え
、
全
会

議
に
お
け
る
外
国
人
参
加
者

数
の
７
割
以
上
を
占
め
た
。

分
野
別
で
は
、「
科
学
・
技

術
・
自
然
」「
医
学
」の
２
分
野

の
国
際
会
議
は
、１
２
４
０
件
で
全
体
の
約
７
割
を
占
め

た
。

全
体
会
合
で
は
、

支
部

が

エ
リ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
３
分
ず
つ
実

施
。
そ
の
後
、

の
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
て
１
コ
マ

分
の

商
談
を
６
回
重
ね
た
。
各
支

部
は
、
最
新
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
、
開

業
を
控
え
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

な
ど
を
紹
介
し
、
送
客
や
商

品
造
成
を
働
き
掛
け
た
。
特

に
、
地
域
に
眠
る
観
光
資
源

を
旅
ホ
連
会
員
な
ど
と
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
担
当
者
が
磨
き
上
げ
て

作
成
し
た
「
な
ら
で
は
プ
ラ

ン
」な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

商
談
会
後
の
懇
親
会
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連

盟
の
宮
﨑
光
彦
会
長
（
愛
媛

県
・
道
後
御
湯
）
は
「
ひ
と

昔
前
、
宿
泊
施
設
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

に
お
客
さ
ま
を
送
っ
て
く
れ

と
言
い
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
社
員
か

ら
は
売
れ
る
商
品
を
つ
く
っ

て
く
れ
と
言
わ
れ
た
が
、
今

は
共
に
売
れ
る
商
品
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う
し

た
思
い
で
各
支
部
の
発
表
を

聞
い
て
い
た
が
、
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

素
晴
し
い
商
談
だ
っ
た
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
は
、
大
塚
雅

樹
・
代
表
取
締
役
専
務
執
行

役
員
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
本
部
長
が
登
壇

し
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
社
員
は
自

分
の
お
客
さ
ま
と
皆
さ
ま
の

施
設
を
ど
う
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
、
結
び
つ
け
る
か
を
考

え
て
商
談
し
た
と
思
う
。
今

日
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン
プ
ッ

ト
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
社
員
に
あ

り
、
宿
泊
施
設
の
方
も
当
社

の
社
員
の
話
に
気
づ
き
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

を
実
行
し
、
交
流
を
新
た
な

形
に
し
て
い
く
た
め
、
意
思

を
一
つ
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

旅
ホ
連
の
各
支
部
は
、
そ

れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
店
舗
や
事

業
部
に
対
し
て
販
売
促
進
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
一

堂
に
会
す
る
機
会
を
つ
く

り
、
協
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
ろ
う

と
、「
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が

企
画
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
し
た
年
が
あ
っ
た

が
、
前
年
度
に
続
い
て
５
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
。

【
向
野
悟
】

関
東
運
輸
局
と
関
東
広
域

観
光
機
構
は
、
「
知
ら
れ
ざ

る
江
戸
文
化
体
験
」
を
テ
ー

マ
に
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を

募
集
し
て
い
る
。
「
江
戸
街

道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
。

日
本
人
に
は
あ
る
程
度
知
ら

れ
て
い
て
も
、
訪
日
外
国
人

に
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

良
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
探
し

て
い
る
。
２
０
２
６
年
春
に

行
う
、
江
戸
街
道
を
「
Ｅ
ｄ

ｏ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｇ
ｕ
ｎ

Ｒ
ｏ

ａ
ｄ
ｓ
」
と
称
し
た
海
外
向

け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用

す
る
。

件
程
度
を
選
定
す

る
予
定
。
募
集
は

月

日

に
開
始
し
、
締
め
切
り
が


年
１
月

日
。

募
集
の
対
象
は
、
江
戸
時

代
に
既
に
あ
っ
た
文
化
を
含

め
、
江
戸
時
代
に
発
祥
の
文

化
で
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
、埼
玉
県
、千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨

県
、
新
潟
県
、
福
島
県
、
長

野
県
に
お
い
て
外
国
人
旅
行

者
が
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
。
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を

実
施
し
て
い
る
事
業
者
、
個

人
、
団
体
な
ど
か
ら
の
応
募

を
期
待
し
て
い
る
。

原
則
年
間
１
０
０
日
以
上

の
実
施
日
数
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
開
設
な
ど
の
要
件
が
あ

る
。
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

掘
り
起
こ
す
狙
い
か
ら
、
訪

日
外
国
人
が
年
間
お
お
む
ね

３
万
人
以
上
、
１
日
当
た
り

平
均
お
お
む
ね
１
０
０
人
以

上
訪
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ

は
対
象
外
と
す
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
事
例
は
、

ガ
ラ
ス
細
工
、
木
細
工
、
金

属
細
工
な
ど
職
人
技
術
の
見

学
、
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
▽
茶

道
、
書
道
、
華
道
な
ど
の
文

化
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
▽
歴
史

的
な
町
並
み
を
ガ
イ
ド
と
と

も
に
散
策
し
、
文
化
を
学
べ

る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
▽
発
酵

文
化
な
ど
の
伝
統
的
な
日
本

食
文
化
の
製
造
現
場
に
訪

れ
、
製
品
が
で
き
る
ま
で
の

工
程
を
見
学
し
文
化
を
楽
し

む
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
▽
伝
統

芸
能
で
、
一
般
的
な
観
覧
席

か
ら
の
観
劇
だ
け
で
な
く
、

付
加
的
な
体
験
や
見
学
の
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
―
な
ど
。

選
定
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、

年
春
に
江
戸
街
道
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
海
外
向
け
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
開
始
セ
レ

モ
ニ
ー
（
仮
称
）
で
発
表
す

る
。
関
東
広
域
観
光
機
構
の

江
戸
街
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
海
外
旅
行

博
へ
の
出
展
や
招
請
事
業
で

も
活
用
す
る
。

関
東
運
輸
局
の
江
戸
街
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
応
募
す
る
。




